
年
四
回

(缶
:T
]]朋言
行

所 究 研 済 経 亜 東 若鳥 撃 晋 蓋

濠 翰 碑 俺 錦

親 参 第 巷 就 籍

月 九 年 七 十 和 昭

｢
楽

特
.

取
)

東
印
度
農
林
業
の
性
格
･-
‥
････三
･････････三
縄
滑
車
博
士

目

崎

諒

司

備
印
に
於
け
る
協
同
組
合
に
つ
い
て
･-
･････群
摂
単
博
士

松

岡

孝

見

北

立

の
小

作

制

度
･･･‥
-

･････-
･-
･･･押
漕
畢
博
士

八

木

芳

之

助

;-3
ル

J::･満
帆
..jZ･:(;;
=
iI･･

･･･････････････..I･･-
[-

莱

野

元

l′
/く-

････-
-
･･･経
済
壌
土

稽

積

文

酒

代

貨

幣

者
･-
-
Ill-;･･‥

支
那
航
域
に
於
け
る
日
英
畢

････

三
･･秤
潜
単
士
佐

波

宣

平

支
那
女
子
紡
織
労
働
者
創
出
過
程
の
特
質
･-
.r蒜

韓
士

岡

部

利

良

南
方
物
慣
封
策
の
諸
問
題
･････三
･･-
-
･･････富
謁

士

谷

口

吉

彦

附
錬
南

方

文

戯

目

録

頁 馨 閥 斐 有

｢=1
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事

i

一l
,

江

北

の

墜

墾
公

司

考

天

野

元

之

助

l
E

.

-

1

.tjT北
盛
空
想
lの
概
況

二

蛇
#

.l

公
司
の
設
立

[]t
担
望
公
司
の
十

地
滞
替

玉

,=
:∵
､.J
f
I_
.TJ
1

J
.[

ト･

7

■

.

･･

'

二

二

･
･

(

.･

'

北
腰
愁
低
の
開
墾
に
着
手
し
て
以
爽
t
T=
憎
い
で
同
地
置

(取
南
端
は
呂

伯
の

丙

の

通

佃
廻
牧

公

司
よ
IE(
西
北
端
は
隣
家
梅
の
博
の
新
通
墾

植
公
司
に
い
L]る
)
に
は
五
十
に
垂
ん
と
す
る
陥
嘉
11基

司
或
仏
は
整
相
公
司
が
L
飴
抑年
間
に
叢
出
し
(民
間
二
'
三
年
相
催
い
で
創
設
､
其

A).ワ

の
大
中
は
長
里

(
'
七
年
の
頃
に
謂
出
す
)､
多
き
も
の
は
百
十
教
常
勤
(大
棚
芸

司
)'
少
た
き
は
数
千
畝
の
地
を
取
得
し
､
其
の
投
資
甜

額
は
二
千
莞

遠

く
(i
,TITl
奄

肇

F～:
艶

は
鴇

1
')･

其
の
富

商
讐

四
雪

手

簡
警

逢
し
た

(共
の
う
ち
に
は
莞

某

着
手
地
を
含
む
)
が
'資
本
の
軟
イ之
･
経
営
の
不
良
の
上
に
､
減
湖
の
侵
入

･
風
水
虫
害
の
災
禍

(民
国
八
五

'十
年
)
其
の
他
各
程
の
外

部
的
障
碑
も
加
は
つ
て
.
現
茸
は
其
の
計
富
と
著
し
-
鮎
辞
し
'
這
lh/.
支
部
蕃
努
憩
生
前
の
調
査
に
依
れ
ば
､
こ
れ
ら
盤
墾
公
司

江
北
の
磨
墾
公
司
考

第
二
巻

六
四

一

婦

三

航

八
五



江
北
の
騒
墾
公
司
考

昇
二
懸

六
四
二

第

三
就

八
六

は
僅
か
に
其
の
三
分
の

l
(
l
二
二
濁
畝
)
を
開
墾
し
得
た
の
み
に
し
て
.
江
北
堕
墾
屈
の
｢
牡
地
｣
(煎
蛭

用
地
)
中
'
解
来
開
墾
に
壊

孟

荒

y

I.<
約
八

,
九
貰

掌

整

相
箪

)
と
竪

せ
ら
れ
,

若
し
望

せ
ら
れ
た
匠
に
は
牛
空

音

元

(粍
雷

撃

C

,

の

遵
産

物

を
あ

埠

八

十
常
の
農

民
を
収
容
し
得
る
に
足
る
と
謂
ほ
れ
て
居
る
｡

i

江

北

腰
雛
間
G

榊
洪

Tl艶
に
述
べ
ん
と
す
る
江
北
韓
墾
尾
と
は
'

江
蘇
省
の
北
部
梅
岸
油
仏
の
地
域
'

即
ち
北
は
怪
火
願
の
陳
表
在

(軽
河
)
よ
り
南
は

南
通
椋
の
呂
凶
ネ
石

'
西
は
大
腰
花
公
堤
を
以
て
界
と
L
t
東
は
梅
に
い
た
る
地
恒
を
指
し
'
陸

草
測
量
局
五
苫
分

の
l
の
江
蒜
省

I,ウ

e7

地
間
に
よ
-
プ
ラ

1言

-
タ
-
と
.nf
ゐ
て
計

っ
た
面
積
は

l
l
p
三
二
五
千
万
粁
'

即
ち

的

1
千

七
百
寓
畝
に
の
ぼ

っ
て

居
る
｡
比

の
地
域
は
'
唐
宋
以
前
に
は
未
だ
海
中
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
'
其
の
後
土
砂
が
攻
第

に
沈
積
し
て
蒔
潮
は
某
遷
し
た
C
斯
く
て
此
虞

に
は
三
十
に
及
ぶ
盟
場
が
経
営
せ
ら
れ
'

満
の
中
葉

(乾
隆
九
年
)
に
は

年
産
百
五
十
寓
引

(
1
引
は
六
百
斤
)
に
蓮
す
る
食
塵
を
製
造

し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
｡

(註
)

江
北
の
照
堤
は
'
速
水

･
阜
賓
耐
鯨
の
境
界
近
-
を
灘
旅
す
る
嘗
=1F.(河
を
境
と
し
て
'
癖
北
監
毅

(現
在
は
擬
州
既
堤
し｣科
す
)

と

樵
両
鞄
場

に
罷
別
せ
ら
れ
'
支
那
等
撃
RU
ま
で
両
横
既
務
管
塩
局
が
両
盟
場
の
醍
塔
行
政
を
統
轄
し
て
居
H
.
和
し
て
准
北
節
蔚

(年
雨
量
八
〇

〇

糎
)
は
'

難
土
質
土
壌
の
た
め
天
日
裂
離
揺
が
行
は
れ
る
が
'
聴
聞
鮫
夢

(年
雨
曇

l
O
O
C
)躍
)
で
は
'
砂
質
土
嘘
の
た
め
前
索
製
藍
浩
が
採
用
せ
ら
れ
て

爽
仁
｡
此
の
煎
茶
製
師
謀

は
､
本
来
天
日
製
殿
注
に
比
L
T
lJl
慶
賀
が
嵩
む

(粕
北
の
.製
緊
コ
ス
･L
の
二
･八
侶
)
上
'
煎
茶
家

(姓
)

1
駕
に
封

し

約
十
四
町
筋
の
藍
草
地
を
必
要
JJ
L
.
且
つ
其
の
製
品
は
軟
質
結
晶
と
な
っ

て

品
質
が
劣
る
の
で
､
掃
天
に
は
琴
良
日
増
し
に
戒
少
す
る
1
兵

に
'

1
方
定
草
地

(蕩
地
)
の
私
空
が
盛
ん
と
な
つ
i
lO
苗
に
於
い
て
政
府
で
は
盟
協
の
整
理
と
共
に
仕
出
の
放
塁
を
布
ふ
こ
と
ヽ
な
-
､
光
緒
二
十
大

牢

()90
CI
A
ID
.)
に
は
新
興
･
仕
信
の
11象
が
卒
先
し
て
放
墾
せ
ら
れ
'

整
二
十
七
年
に
は
造
粒
墾
牧
公
司
が
政
府
の
.E.ig可
を
緒
で
正
式
に
成
立



.

.
'-

j7
P

T

fT･.▼
JJ
一.J.W
.T
l
き
1jー

し
た
.の
で
あ
る
.

併
し
沿
海
地

底

の
神
領
は
.

六
十
年
轟
け′一約

l
哩

(
1
･｣ハ
粁
)
に
の
ぼ
る
と
せ
ら
れ

(購
沙
外
仲
の
最
も
速
か
Lj,=

｣
ろ
は
年

7
･六
即
に

-1

蓮
す

る
)､
現
在
角
斜

損
以
北

の
箔
会
場

(
そ
れ
は
席
末
代
の
防
潮
堤
で
あ
っ
た
)
と
痔
と
の
距
離
は
長
大
五
'
六
十
杵
に
達
し
て
ゐ
る
.

丘

に
江
北
盟
墾
隈
の
面
空

也
び
に
耕
地
状
準

竺
不
し
て
忠
-
0
引

江
北
備
皿塑
屈
に
lq
'け
る
土
地
状
況
表

合 竹 芸:芸三岩 漂 泊 卜出

既
望
地:LE1
献

∵
∵

､
｣

備
考

盟
墾
唇
面
積
は
'
日
貨
山
頂
は
t

lJ.
37也
を
以
て
界

し
.
阜
密
山
北
は
収
吹

･
六
聖
･隣
家
捲
き
以
て
界
三
㌔

因
み
に
鯛
塾

公
司
の
搾
替
地
は
∵
J
t

=
ノ八
日A,掲
粒
の
瀬

部
に
あ
-
'
其
の
束
側
は
油
清
の
荒
地

÷
小
宅
地
に

し
て
､

多
-
既
望
S
.
｢Lgf地
｣
で
あ
る
.

･,1エ
完
ハの
嫡
側
は

斯
か
る
沿
海

一
帯
は
'
大
鰐
海
面
よ
･C
,僅
か
に

1
.

二
米
乃
至
五
'
六
米
高
い
程
度
に
し
て
'
英
の
生
成
の
起
因
よ
-
合
開
竜
は

多
-
､
且

つ
地
下
水
位
が
高

い
｡
併
し
其
の
含
謝
量

･
地
下
水
位
は
'
其
の
地
の
生
成
の
背
さ
や
成
因
.
其

の
他
土
地
利
用

の
相
違

に
よ
っ
て
'
相
昔

の
差
異
を

不
し
て
盾
-
､

ソ

ー
プ
及
び
集
光
桐
両
氏
の
説
査
に
よ
れ
ば
'
左
表
の
如
-
報
ぜ
ら
れ
て
居
る

(
但
し

江
北
の
輿
墾
公
司
考

第
二
懲

六
四
三

第

三
折

八
七



江
北
の
殿
警

司
考

第
二
審

六
四
四

第
三
抗

上
記
の
江
北
鮫
露

に
於
け
ち

士
-l=l･1状
況
表
の
両
群
と
は
･
地
院
決
定
の
相
追
よ
-
警

た
撃

が
出
て
ゐ
る
)ひ

江
北
縦
型
匠
に

放
け
る
各

種
含

牌

竜
笛
域

の
面
積
表

八
八

1

∴
.;i..
舵
...r
;.)
∴
1,.
[･
∵
[[

l
ノ
｣ノ
｣｣
｣
l

Nul′つ
HU
I八
ノ

と
し
_卜
p

-
｢

ノ

(.･
LP.
･

Ld
L､
｣､
J
LrlL＼＼J

⊥
二
.′

/
｢
､｢
ゝ

l
]

~ノ
(

二
､

l

〓
1二
'
111
二

｢｣

二

｣
ヽ
L
L
ノ
J

l
一
一/
.
｢コ
~
｢

L
H

･
三

七

iE
卜.1ノ
L√J

右
の
う
ち
､
第

表

は
慧

ど
讐

言

主

軸
で
あ
る
が
,
第
二
群
の
も
の
は
作
物

の
音

量

青
が
出
誓

い
が
･
其
の
八

〇

%

は
皆
藁

し
て
菅

'
管

二

〇
〆岩

は
鷺

や
肇

が
生
-

-

O
雪

祭
の
そ
れ
は

蕪

か
聞
か
れ
て
整
地
と
菅

･
棉

作
の
外
は

望

宗

要

望
J

･

(,
｡
雷

警

±
転
は
其
の
約

八
,
九
J
〆這

豊

諾

し
て
r･
多
-

芸

が
蓋

し
で
居
る
o
其
の

飴
の

1
･
二
0

%

は
.

大

隈
華
化
が
米
韓
せ
ら
れ
て
ゐ
品
が
,
其
の
誓

言

極
め

て
少
な
;

.

(
a3
)

各
種
土
警

告
覧

品

謀

か
､
牢
,=1,･il
賢

炭
H
lr院
宗

守
蒜

ら
が
警

し

て
･
吉
宗

か

-
副
書

L
T
Tに
生

聖

賢

於
け
る
各
語

物
書

出
の
葺

合
箭

告

訴

｡

栴
花
の
柴
田
旺
盛
㍍
土蚊

棉
花
の
生
育
Ll
羅
L:bら
ざ
る
土
汚
}

鹿
茸
S
章
一H
す
る
土
堕

罪
等

の
空
LF-す
る
･h
較

こ
〇
･
1
六
四

〇
･三
八

五

〇
二
二

二

T
〇
九
〇

牢
モ
草

の
隼
田
甘

心

土
症

監

貰

地

不

毛

出

梅

熱

不

毛

地

〇
二
ハ
五
二

二
･
四
七
〇

二
二
ハ
二
〇

罰
･五
七

U

毎

鎧

地
撃

は
.
歪

の
地
姦

-
外
･
最
初
に
成
長
す
品

物
が
筈

の
警

し
て
,

其
の
芋

が

警

芸

墓

草
で

誓
芸

等
の
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.
･
･

.
･

/
･

､

～

･
/:

-

･

-

･-
.･

恵

一
1

成
長
す
る
土
壌
甘

含
警
雷
が
揮
毛
茸
地
よ
-
少
な
い
筈
で
あ
る
が
'
上
表
は
之
J.情
況
が
相
反
す
る
の
は
'
何
か
特
別
の
原
田
が
あ
っ
た
か
ら
で

.:.

あ
ら
う
｡
登
等
の
成
長
す
る
と
こ
ろ
は
'
綿
花
の
栽
絹
が
出
来
'
綿
花
の
生
壷
の
盛
ん
Li･t地
匝
は
'
合
照
量
約
千
分
の
一
位
で
あ
る

(倍
は
右
に
関

し
て
は
'
日
本
綿
花
栽
蛸
協
曾

『
江
北
盟
墾
相
柵
等
川

』
(昭
和
十
四
年
7
月
)
三
二
頁
以
下
で
取
-
上
げ
ら
れ
て
居
る
)0

TU
れ
ば
､
牌
屈
開
墾
の
眼
目
は
'
土
撃

か
ら
の
晩
偶
血作
業
に
あ
る
｡
そ
の
雪

碍

l
に
描
潮
の
侵
入
を
阻
止
す
る
虜
.
堤
防

･
開

燭
を
設
け
る
JJ
と
'

第
二
に
河
英
を
閉
篭
し
て

(地
下
水
位
を
低
下
さ
ぞ
O

と
共
に
)
淡
水
で

土
筆

か
ら
曙
皿分
を
洗
服
す
る
こ
と
に
あ

る
0
倍
ほ
I9

1
つ
｢
莞

草

｣
法
と
て
､
革

(芋
草
が
多
い
)
で
表
土
itt･J襟
ひ
'

下
僚
に
あ
る
頗
分
の
上
昇
を
防
ぎ
'

同
時
に
葺
が
園
熟

し
た
損
は
.
土
拭
中
空

甥
機
物
を
誓

訓
し
.
之
を
散
年
間
梢
沖
す
る
に
於
い
て
は
'
作
物
の
生
育
が
可
能
に
な
る
.

!
!

H紹
化‖空
J
へTT;l
.

､ノ
U乙
｢!L]

上
記
江
北
の
頗
墾
公
司
は
､
左
表
に
も
示
す
が
如
く
多
-
掃
天
民
初
の
創
設
に
か
1
り
'
旦
帝

･
築
城

･
墨

守

加
島

･
南
通
の

五
願
'
即
ち
北
は
瀬
河
の
鎌
'
南
は
揚
子
江
.
西
は
把
公
墳
乃
至
串
場
河
'
東
は
縮
退
を
以
て
剥
せ
ら
れ
た
地
域
の
開
墾
山比
び
に
製

塵
を
目
的
と
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
公
司
で
あ
る
｡

(註
)

墾
匡
円
に
次
ぎ
-
l

l
-
組
織
さ
れ
に
八
一司
の
-
十り
1.Jは
､
ロT7四
の
同
仁
寮
監
雑

JJ
司
'
火
宝
の
詰
昌
小7司
の
如
き
製
盟
の
.小
に
止
ま
る
も
の
が

あ
る
が
'
大
中
は
盤
翌

の

細

管
に
し
て
'
堂
撃
告
群
集
-′｣す
る
墾
柏
公
司
は
'
多
く

比
坂
的
小
規
模
の
公
司
で
あ
る
｡
ま
た
造
粒
墾
牧
公
司
は
､
墾

引

牧
し､は
桝
す
る
も
の
ヽ
'
背
符
は
詣

柘
に
重
浦
を
撃
n
.
骨
っ
て
牧
畜
を

l
度
試
験
は
し
て
,わ
た
が
､
稚
LJ
く
仔
止
し
た
も
の
で
あ
る
O
侍
は
本
稿

で
は
'
公
司
の
製
嘩
請
託
に
関
し
て
は
省
略
す
る
D

両
も
此
の
新
し
く
卑
れ
出
た
牌
墾
公
司
は
.
所
謂
南
通
の
不
世
出
の
住
人
張
聾
に
よ

っ
て
企
劃
せ
ら
れ
'
其
の
兄
弟
張
警
'
其
の

江
北
の
臨
裏

公
司
考

第
二
懸

六
四
五

第
三
郎

八
九



江
北
の
盛
墾
公
司
考

第
二
巷

六
四
六

第

三
鮮

九
〇

子
張
孝
若
の
千
で
多
数

設
立
せ
ら
れ
'
そ
れ
に
庶
じ
て
園
内
人
士
が
雨
後
の
筒
の
如
-
叢
生
せ
し

め
た
も
の
で
あ
る
｡
両
も
左
表
に

示
す
四
十
に
垂
ん
と
す
る
こ
れ
ら
公
司
中
'
今
日
み
る
べ
き
成
績
を
挙
げ
た
も
の
は
十
指
を
屈
す
る
に
足
ら
す
'
殆
ん
ど
破
産

･
休

眠
の
北
総
r;･に
あ
る
､こ

と
を
附
記
し
て
臣
-
｡

･Z
H
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膝

国
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三

豊
墾
公
司
の
土
地
経
管

歴
墾
公
司
の
土
地
経
営
に
就
い
て
は
､
先
づ
土
地
の
買
収
か
ら
み
よ
う
.

一
喝

江
蘇
東
部
の
海
溝
(両
道
無
害
ETLよ
り
阜
寧
斯
廟
轡
に

い
た
る
六
盲
験
支
里
)
は
'
元
木
多
-
階
山場

(碍
哲

と
な
っ
て
居
た
が
'
次
第
に
海
潮
が
東
遷
し
'
裂
歴
事
光
は
上
述
の
如
き
理
由
上
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り
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愈
々

不
纏
と
卒

.･1'
垣
商
の
祉
戸

へ
の
貸
付
金
の
某
脹
と
共
に
採
算
不
利
の
状
態
に
あ
っ
た
の
で
'
公
司
は
曽
地
域
の

股

腰

開

墾

か
'-q
し

を
目
的

に
'
先
づ
垣
商

(締
高

)
よ
り
歴
産

(盟
撃

を
取
得
し

(事
禁
は
祇
ら
臨
高

が
仏
司
の
股
束
に
化
し
た
も
の
が
多
い
)'
そ
れ
よ
り
牡

メ

(響

)
の
土
地
の
蓑

に
か
さ

'
そ
の
蔦

も
時
に
は
窪

の
地
…

青

票

霊

十
串

(
請

S
)
か
ら
二
言

と
云
ふ
極
め

て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
D
前
囲

止
東
南
大
串

の
報
せ
書
で
は
'
購
買
障

1
畝
に
つ
き
教
言
文
'
重

荷
1
元
と
せ
ら
れ
'
ま
た
通
海
墾

彼
公
司
の
購
地
費
を
以
て
其
の
所
有
地
面
積
を
割
れ
ば
'

一
畝
菖
た
-
七
角
五
分
で
あ
る
o

a,
r]]

二
包
こ
iE=
｢
･)
唱
リ
)
L'
り
三
･̂

/
つ

､
)･TTT
L
穿
ヒ
山
行
1才
<m
レLつ
封
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夢
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E.1
主
宰
.1ご
りノ慕
.いt･iJIE･h牛
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)LI
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司
よ
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J
L
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J
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S
J
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J
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把
.Jj

別
の
的
,7.は
.
す
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土
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汀
1
-
ヒ
山

一
-
.
i
.～.け
壷

)

｣
.
｢

這
-T｡J
つ
き
三
声
-
'
蔓
草
空
目､LrI
･=三

･tJ
宝
ハ
聖
二
系
る
も

て

之

に

反

封

し
.
訴

詔

が

数

年

に

[デ

ル
∴

そ

の
ケT..-:W
F.
公

司

の
収

買

ヤ

′
爪

-こ

し
∴
土
地

は
.

出
戸
が
六

割
.
IJ]E

が
何
州で
二
1fi
÷
(･利

L
広
い竹
-T･

幻

訟
三
年
.
農
民
暴
動
は
前
後
十
幾
回
に
及
び
'
軍
隊

･
官
頴
に
援
即
yJも
と
め
L
重

用
に
け
で
も
'

十

四
前
野
㌍
I
の
ば
つ
L
J
Jl
報
せ
ら
れ
て
ゐ

る
¢

し

pI

,ql

,～

投
資
を
必
要
と
し
た
｡
組
ち
防
海
大
境

･
見
境

･
引
水
河

･
排
水
河

･
閃
増

.
ポ

ン
プ

･
道
路

･
橋
楽

･
倉
庫

･
寄
緒
朗
等
の
諸
施

設
を
な
す
と
共
に
､
公
司
の
土
地
は
各

々
若
干
置
(郷
)
に
分
か
ち
'
毎
直
を
若
干
増
に
'
毎
椙
を
更
に
若
干
緋
に
分
か
ち
'
排
円
を

若
干
燭
に
屈
劃

し
て
'
以
て
分
地

･
合
田
の
旦
位
と
し
た
｡

因
み

に
各
公
司
の
EE
制
は
'
大
鰐
に
於
い
て
共
通
す
る
が
二

｡癌
｣
の
大
い
さ
は
通
海
墾
牧
公
司
で
は
二
十
畝
'
大
有
晋
･大
領

･

江
北
の
盟
墾
公
司
考

第
二
巻

六
四
七

第
三
班

九

一



江
北
の
輿
望
公
司
考

第
二
審

六
四
八

第
三
批

九

二

大
賓

･
大
腰
等
の
多
数
公
司
で
は
二
十
五
畝
､
更
に
奉
和
公
司

･
峯
成
公
司
の
如
き
は
六
十
畝
と
L
t

概

ね
長
方
形
'
芯
溝
を
以
て

界
と
し
て
ゐ
る
O
而
し
て
斯
か
る
墾
按
に
関
す
る
譜
設
備
費
こ
そ
'
歴
梨
公
司
の
土
地
経
営
の
葺
釦
を
な
し
'
通
辞
梨
牧
公
司
の
如

L:rl

き

i
散
骨
た

旦
亭

ES
l九
の
頚
木
投
資
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
さ
れ
ば
軽
輩
公
司
の
経
巻
地
は
r
在
め
て
規
矩
井
然
と
し
.
例

へ

I..

芋

粥
∵
五

枚
け

'
粋
河
だ
糊
慰
し
て
苧

ワ
ニ
は
敏
堤

に
若
し
Fl
む
む

射

っ
て
符

だ
上
人は

淡
路

の

Ef=に
供

し

T
甘
正

三

苫

前
に
つ
き

東
頭

に
一

株
の
横
流
を
'
二
十
五
畝

二

哲

に
つ
き

一
俵
の
愚
衆

を

拙

Jl

l.

其

の

水
の
流

れ

は

軌
蘇
よ
い
ノ措
前

に
入
-

7

7叶JL
で
井

等

1..
1
二

串
叉
は
内
河
菜
に
流
入
し
'
砿

榊

又

は
関
門
よ
-
什
河
に
流
出
す
る
が
如
く
計
毒
し
て
居
る
O
而
し
て
其
の
経
営
雄
は
各
協
に
細
分

せ
ら
れ
'
煽
ご
と
に

1
戸
乃
至
二
戸
の
宏
牢

虹
築
迂
せ
し
め
て
ゐ
る
か
ら
.
之
を
仲
靴

す
れ
ば
燥
理
非
然
た
る

状
況
が

み
ら
れ

る
｡

な

は
斑
に
附
託
す
べ
き
は
､
斯
か
る
新
た
に
閉
撃
せ
ら
れ
る
土
牝
の
常

と
し
て
'
表
記
上
の
地
積
が

管
捌
せ

ら
れ
た

敵
兵
'
溢
出

･･
JI-I

面
積

が
多
数
に
出
て
釆
て
ゐ
る
｡
例

へ
ば
上
記
の
大
聖
公
司
の
経
営
地
の
如
き
は
'
富

祈
百
五
十
革
Ⅱ

の
股

恰公司
と

し
て
少

な
か

ら
ず
土
地
の
現
物
出
撃

鑑
受
け
た
が
'
菅
捌
し
て
み
れ
ば
確
定
鋸
に
比
し
て
造
か
に
増
大
し
'
そ
れ
で
股
伶

五
十
草

花
を

増
募
し
た

と
稲
せ
ら
れ
る
.

佃
性
比
の
油
滅

一
帯
は
､
菅
罪
よ
-
盗
匠
の
出
没
す
る
と
こ
ろ
で
､
海
に
は
梅
賊
､
贋
場
に
は

｢
潜
臭
｣
が
居
-
'
殊
に
奥
地
は

交
通
が
困
難
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
､
人
民
の
生
緒
も
甚
だ
困
窮
し
て
居
る
の
で
､

い
づ
れ
の
公
司
も
銃
砲

･
際
望
茎
等
を
傍

へ
'
大

な
-
小
な
-
保
安
険

･
保
相
野
を
設
け
r
公
司
職
貞

･
招
墾
佃
戸
の
保
護
に
任
じ
て
居
る
｡
岡
も
戦
前
ま
で
通
梅
墾
牧
公
司
が
匪
腰

の
襲
撃
を
免
れ
て
居
る
以
外
'

他
の
公
司
は
殆
ん
ど

各
部
其
の
寄
を
か
う
む
-
'

特
に
民
国
十
八
'
九
年
の
候
は

甚
だ
し
く

革

ド

i

.1
11
1
11
11

1

1

1

霊

一
一
一t

I



成
･
合

慧

司
の
如
き
は
･
誓

い
づ
れ
も
警

讐

警

ら
れ
,
-

大
慧

司
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如
き
は
,
匪
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つ
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-
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で
-
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で
あ
っ
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の
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裏

せ
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左
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-
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司
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司
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六
四
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三

而
し
て
斯
か
る
等

用
の
鷺

と
し
て
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公
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｢整

｣
慧
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の
中
に
は
謁

-

含
ひ
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畏

て
す
る
外
へ
少
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ら
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江
北
の
墜
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司
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二
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六
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九
四
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NJル

る
銀
行

･
鋲
固
よ
り
の
借
款

(圭
と
し
て
土
地
抵
押
借
款
)
と
土
地
貸
輿
に
際
し
て
小
作
人
よ
-
徴
す
る
｢
頂

首

｣

(

1
畝
普
た
ゎ
八

-

1
元
)
を
以
て
之
に
充
雷
し
た
の
で
あ
る
｡

右
の
う
ち
'
公
司
賀
収
の

｢
頂
首
｣
総
林
を
知
る
賓
料
が
な
い
が
'
上
記
股
東
賛
本
及
望

措
借
款
綿
の
大
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席
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右
の
う
ち
銀
行

･
銀
図
上
-
の
負
債
た
る
や
'
盟
墾
置
二
⊥

･七

公
司
の
賓
本
絹
損

].
五
､
六
六
五
二

千
元
に
封
し
'
筆
に

T
○
'

C

九

五

二
ハ
千
元

素

凍
紙
筒
の
六
四
P,)
と
云
ふ
多
願
に
の
ぼ
-
'
徒
ら
忙
賓
本
を
固
定
せ
し
め
.
ま
た
銅
遷
し
て
更
に
車
債
を
鼎

紘
.
井

の

班
紫
亦

稚
肇
霊
恨め
'
其
の
利
子
さ

へ
不

柿
む
舛
た
し
'
靖
極
の
末
に
は
土
地
の
頚
部
乃
室
祇
押
流
れ
に
い
た
ら
し
め
て

,
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〇
董

･
小
路
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O
O
文
革

大
河

(
馴
き
53

)
三
二
〇
墓

,
小
河

(
馴

さ&.j霜
)
二
､
二
〇
〇
支

畢

家
屋
八
〇

〇
軍

乞
つ
-
つ
て
百
四
十
革

冗
を
費
消
し
'
他
公
司
に
冠
た
る
も
の
が
あ
つ
た
が
､
規
模
の
過
大
に
封
す
る
賓
本
の

不
足
'
加
ふ
る
に
椎
馨
の
不
富
に
よ
っ
て
完
全
に
失
敗
し
､
負
債
に
卓
債
を
鼎
ね
.
蓬
に
其
の
負

債
穫

聖
の
･TL:'S
に
裕
襲
公
司
に
九

尾
二
十
二
寓
二
千
歌
聖
貿
即
し
'
通
泰

･
輿
望
の
商
銀
圏
の
借
款
は
塩
押
流
れ
と
な
っ
て
八
匠
十
六
堵
八
千
畝
が
所
範
囲
に
移
-
I

I/

ま
た
上
海
銀
行
に
は
四
常
八
千
畝
を
交
附
し
た
の
で
あ
る
.

(註
)

甲
抄
に
⊥
梅
銀
行
は
'
｢頂
試
墾
団
｣
を
設
け
て
其
の
経
皆
に
昔
た
ら
せ
､
工
程
完
成
後

1
瑞
(
二
十
正
敏
)
fEI宮
元
を
以
て
官
八
十
戸
の
農
家

江
北
の
塵
墾
公
司
考

第

二
審

六
五
1

第
三
敬

九
五



江
北
の
鮫
撃
公
司
考

第
二
啓

｣ハ
五
二

第
三
旗

九

六

に
盟

邦
L
T
t
之
を
措
増
し
た

･√部
せ
ら
れ
て
(み
る
O

更
に
盤
型
公
司
は
'
其
の
成
立
の
始
め
'

搭
罪
其
の
経
営
地
が
撃
戸
に
よ
っ
て
叩冊
払
蔓

ら
れ

tJI薩

に
は
､
放
棄
に
現
し
其
の
土
地

を
分
配
す
る
こ
と
を
約
束
し

た
O
比
の
こ
と
は
'
小
L司
変
革
の
基
筏
を
坑
木
的
に
打
ち
壊
は
す
作
用
と
,.払
っ
た
も
の
EiJ
あ
る
O

例
へ

ば
そ
の
先
例
を
つ
-
つ
た
由
梅
弘
戒

T公
司
は
'

1[
九
三
五
年
現
在
開
裂

芯
啓
九
七
､
七
六
二
融
の
う
ち
､

其
の
手
許
に
凄
さ
か
た
土

地
rj3
倍
か
に
其
の
九
二
二
%
の
九
､
〇
五
EiJj
畝
に
過
ぎ
ず
'

草
り
｣ハ
八
∴
jb二
三
意

だ

.iI-1rruT
〇
号
か
･ur,雄
L
J<l
て
昼
双
に
わ
た
り
lLr･ijI.

A(
駕
A

lセ
ら
れ

残

り
一
三

三
′/二

三

三
二

..
I
.

Ti
)

トに
八

l
r
ノ

こ

L

JP1
-l
jLP.ロ:
ノ

′1
L

J手

カ
｣
主

/
‥

Tj
:

-
筆

り∵
し
.

頚

だ

rt
乍

㌍

琴
や
堅
1

R
)o
其
の
他
の
各
公
司
も

t

LJ控
之
に
倣
っ
て
土
華
か
肇
莞
さ
れ
G
rは
'
些
三

芸
二
二
1,.が1
て
郊
た

.

此
e
L即
に
関
L
t
既
洪
進
h
Jは
下
の
如
-
述
べ
て
ゐ
る
一
｢
(
こ

通
海
生
撃
fA
r..EI.が

E喪

服
茸
芦
D
に
分
地
を
拭
定
し
て
以
役
'

股
東
分
地
制
の
原
則
は
'

選
塾

堤
に
於
い
て
確
定
せ
ら
れ
'
(

二
)

1
九

二
ユ
牛
か[1[1枚
公
司
が
【Jtk

の
誓

行
Lに
決
と小こ

て
以
径
'

分

地
の
具
鰭
的
非
法
は
準
琴
色
で
菅
行
せ
ら
.･糾
.
(

≡
)

大
草
公
司
が
ul柾
レ耕
分
い
地
』
･
D.T3㌣
堅
任

し合
J

J
･
亡転
荒

ム
〟
壷
.冒
｣規
定
し

て

か
ら
'
真
に
明
確
に
E呑

レ地
不
レ分
し
利
.In
と
規
定

し

て
.
か
1
る
分

地

冊
賢
は

1
段
と
貰
い

形
班

だ

驚
異
L

t

利
泥
の
形
式
で
肥
某

に
宗

す
る
も
の
は
･
只
空

蛋

地
上
の
q･fB
:r息

･
草
皇

(階
㌍

梢
"
)
に
瞥

れ
垂

完

豊

等

学

業

に
宗

し
た
｡

(
四
)

か
-
て
股
東
分
地
桝
は
普
通
的
に
腰
墾
匿
の
争
富
別
に
苦
行
せ
ら
れ
た
｣
･13.

正
に

芳
子
の
質
雛
窒
L.n.に
放
い
て
(F'
経
の
状

況
を
r:･し
て
を
-

(
左
表
).

机
,Ji
l斯
-
の
如
き
公
司
の
は
充
分
地
利
は
'
其
の
資
産
状
態
JLJ
日比
心化
せ
し
め
'
.fM
Lllの
小
作
収
入
車
柄
少
せ
し
め
て
'
其
の
鷺
ii･

蓄
環
作
用
を
暫
し
J
＼榊
的
せ
し
め
'
従
っ
て
は
其
の
開
墾
を
柁
預
す
べ
き
生
華
的
投
蟹
を
頃
鞍
た
ら
し
め
'
迄
に
梓
藍

･
休
眠
状
態



l

l
:
I....

..

.I

.

..

_

..

主
要
確
墾
公
司
の
股
請
分
地
状
況
嘉

也

朝 守 司

公 公 /Ji 公 公 公 公 公 名

宝 司 司 司 司 司 司 司 司

約 番 大 審 大 撃 大 大 通

和 暫 源 賓 塑 像 有 海

腔
扮
1
濃
い
慣
額

7
四

O
元
二

つ
○
爾
)

一
､0
0
0
元

五
〇
〇
元

五
O
O
元

1
'0
0
0
元

二
〇
〇
〇
元

二
〇
〇
〇
元

一
.〇
〇
〇
元

J
.rJ
/J
C
元

分

地

状

況

民
国
四
年

1
0
畝
.
民
国
十
七
年

7
二
.iF

計
二
二
畝

民
国
六
年
花
○
畝
'
戊
は
七
年
正
C1故
'
民
帽
十
年
五
〇
畝

一
､
計
7
瓦
○
畝

民
国
十
四
年
二
五
故

民
国
八
年
ニ
`
1
故

民
国
九
年
二
五
畝
'
旗
国
十
年
二
五
畝

計
五

〇
畝

民
国
十
二
時
叫
(3
0
放

rrTi7回
十
年
1
0
0
畝

iqW
図
二
十
二
戸
1･J)
太

実
周
L
二
軍
･{
⊃

玖

五

盟
墾
公
司
の
墾
民

放
て
.

上
記
の
ど
と

き
墾
諸
事
項
が
完
薬
す
る
や
､
公
司
は
墾
属
を
招
某
し
て
小
作
に
附
す
る
を
常
と
す
る
o
そ
の
中
に
は
歴
民

(煎
丁
)
の
墾
民
化
す
る
も
の
も
あ
る
が
'

多
く
は
商
連

･
湛
門

･
解
凍

･
謹
明
の

｢
地
少
近
-
人
調
す
る
｣
地
よ
-
郊
た
も
の
-

本
地
人
は
彼
ら
を
蔑
硯
し
て
｢沙
轡
｣
と
科
し
て
ゐ
る
･
I
た

し
て
'
光
緒
の
末
葉
'
遠
海
墾
牧
公
司
の
創
耕
以
来
前
後
し
て
移
住
す
る
も

の
約
八
'
九
常
人
'
ま
空
剛
州丁
の
墾
民
化
せ
る
も
の
を
合
す
れ
ば
十
常
以
上
と
辞
せ
ら
ち
P.

而
し
て
公
司
の
墾
戸
た
る
や
､
多
き
は
五
千
戸
を
越
す
も
の
が
あ
る
O
左
に
土
地
委
員
骨

『
歴
墾
』
及
び
中
央
大
串

『
柄
准
水
利

江
北
の
盟
塁
公
司
考

第

二
審

六
室
二

第
三
流

九
七
.



江
北
の
展
聾
公
司
考

塵
聾
安
藤
』
等
よ
り
歴
整
公
司
の
墾
尾
状
況
聖
茄
し
て
お
か
う
｡

主

要
塵

墾
公
司

の
墾
戸
状
況
表

第
二
巻

六
五
四

軍

二
折

九
八
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■
■
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■
l

L

I

.

I

I

I
.

I

.

.l

l

l

I

.

I

契
約
は

｢
崇
劃
永
佃
制
｣
又
は

｢
底
面
制
｣
に
し
て
'
公
司
と

佃

戸

と

の
問
に
約
な
る
や
'
普
通

一
佃
戸
に
封
し

一
塙
(
大
軍

l+
五

畝
)
を
貸
輿
す
る
と
共
に
､
小
作
保
護
金
と
し
て
頂
首
二
百
元

-
七
五
元
(
7
畝
嘗
L
!･C,
八
元
乃
至

7
元
.
退
佃
の
場
合
返
還
せ
ら
る
)'

玉

弁
手
績
費
と
し
て
の
寛
鰻
銭
七
･
五
元

(
1
畝
常
た
り
11有

)
を
徴
す
る
C
墾
民
に
し
て

〟
時
に
頂
首
を
支
梯
ふ
こ
と
が
出
来
ね
ば
'
数

回
に
亘
っ
て
分
割
梯
仏
も
許
さ
れ
る
O

主

要

盟

墾

公

司

の

小

作

制

表

公

司

名

"

小

作

制

退

佃

時

の

底

置

方

法

I-.J

･･

一

二

大

有

習

公

司

大

壊

公

司

撃

単

公

r
司

大

奪

公

司

浪

速

公

司

祐

筆

公

司

大

野

公

司

-
-
I

ll
･

J･
I

嘗
初
底

面
制
を
賓

施
し
L
!
が

.
後
崇

劃
永
佃
制

に
襲
更

す
〟

不

定

期

議

租
削

三 三 三 三三 ナて 六･iL>L;~r己F

皇 室 宝 宣 言 書

七
･五

七
･五

七

･五
七
･五

土
地
の
慣
値
が
佃
戸
の
増
相
に
よ
っ

て
将

高
し
た
も
の
は
､
す
べ
て
佃
戸
に
持

す

公
司
は
酌
畳
し
て
学
力
鎖
を
給
す

三
年
以
内
は
毎
畝
三
元
'
六
年
以
内
は
二

年
'
十
年
以
内
は

1
元
の
増
田
奨
金
官
給

す麻
穫
後
三
年
以
内
に
退
佃
す
る
者
に

は
'

毎
畝
三
元
'
六
年
内
は
二
元
'
十
年

内
は

一
年
の
奨
励
金
を
給
す

江
北
の
盛
墾
公
司
考

第
二
巻

六
五
五

第
三
光

九
九



江
北
の
頃
聾
公
司
考

第

二
啓

六
五
六

第

三
既

一
〇
〇

泰

和

公

司

大

南

公

司

某

劃

永

佃

制

一

兵

割

永

佃

利

一

大 合 偉 大

網

公

司

菰

JJ

rT札

徳翠

基

産 公

虚 司

// r/

兼 地 仙 也
(二つ

五 ∃L -1･_二二 ヨi ヨ豆. lTg

与
収 ー く

云 JL云譜 表 三 悪喜

佃
農
は
墾
工
を
行
っ
て
ゐ
な
い

の
で
'
其

の
移
譲
は
伯
さ
れ
る
が
'
何
ら
の
分
潤
無

し佃
農
は
墾
工
を
行
っ
て
ゐ
な
い
の
で
､
其

の
移
譲
は
詐
さ

れ
る
が
'
何
ら

の
牙
潤
触

し∴
∵
Tl･/

,
--
､
ト
∴

..

.㌔

..･∵
_/
∴
1-･L

備
考

×

印
は
現
在
慶
除
乃
至
免
除
せ
る
も
の
を

B
す
.

｢
頂

首
｣
は
退
佃
の
際
佃
戸
に
返
還
せ
ら
れ
る
が
'
買
値
鐘
は
公
司
執
事
人
が
立
契
手
続
賓
と
し
て
徴
す
る
も
の
な
れ
ば
返
還
す
る

こ
と
無
し
O

か
L
こ
ん
一
ろ
て

祐
筆
公
司
で
は
'
望
月
に
封
し
｢
開

生

工

費

｣

と
し
て
毎
坊
二
十
元
を
紹
し
て
ゐ
る
D

因
み
に
崇
劃
制
と
底
面
制
の
相
違
は
'
小
作
人
が
開
墾
耕
作
費
の
負
括
の
有
無
に
あ
る
が
'
賓
際
に
は
開
墾
耕
作
費
を
公
司
か
ら

l

支
給
さ
れ
る
底
面
制
は
少
な
い
｡
さ
れ
ば
小
作
人
の
土
地
投
賓
は
'
却
っ
て
公
司
の
そ
れ
よ
り
大
き
い
と
も
云
は
れ
る
｡
例

へ
ば
大

ノ
豊
公
司
の
土
地
で
は
其
の
開
墾
費

l
坊
に
つ
き

一
七

〇
･
八
五
元
'
そ
の
う
ち
に
は
佃
戸
の
神
都
五
O
元
が
含
ま
れ
て
居
る
か
ら
.

公
司
の
負
碑
す
る
開
墾
茸
費
は

l
二
〇
･
八
五
元
で
あ
る
が
'
之
に
封
し
佃
戸
の
土
地
に
要
す
る
コ
ス
ト
は

1
塀
に
つ
き

1
三
二
去

元
'
そ
の
上
'
毎
年
の
新
種
費
七
二
元
を
加
算
す
れ
ば
二
C
四
元
五
角
に
達
す
る
と
LS

其
の
小
作
料
は
'

大
鰐
春
熟
の
あ
る
古
熱
地
は

1
畝
嘗
た
-

1
角
乃
至
三
角

(草
辿
1
角
八
分
)'
秋
熱
は
多
く

三
五
%

の
講
和
制



一

(分
札
)

が
珠
周
せ
ら
れ
'
分
租
額
を

支

那

事

撃
前
の
慣
格
に
換
算
す
れ
ば
'

一
献
常
た
り

一
元
乃
至
二
元
に
し
て
､
両
者
合
算
し
て

平
均

1
元
六
角
六
分
見
首
と
稀
せ
ら
る
O

主

要

産

墾

公

司

の

小

作

料

表

大 合 栴 華 大 審 大 都 過 大 撃 大 大 通
公

撃 破 成 砧 和 聖! 華 道 賓 塑 現 有 海

基 耕 晋 司

産 公 公 公 公 公 /ir公 公 公 公 公 公
名

虚 司 堂 司 司 司 司 司 司 司 司 司 司 司

小

熟

(香
)

小
洋
三
元

(
T
窃
)

三
元
七
角
五
分

(
7
煽
)

雷
初
底
面
馴
Lt
l輝
施
し
.

大

熟

(釈
)

溝
草
玉
石
の
外
に
綿
花

二
且
･
雑
横
等
均
し
-
三
五
%

三

五

%

三

五

%

(
現
状
は
二
〇
%
)

三

五

%

大
小
柄
熱
折
車
と
し
た
か
'
後
三
五
%
と
す

三

五

%

三

C
)

界

(克
瓢
穴
は
カ
鼎
)

佃
槽
は
輪
形
を
許
さ
ず

1.7]ー
付目一
J
Yi-
L伍
′
t
IJ
ヽ
qTu一
r'ヽ
▲ー

Tヽ
'

RuhJuqヽ
ノ宣
r′巳ケヽ
,
fl

は
育
苗
-erJ芳
加
し

プ
T
TtE
隷
彰
∠1

俳

僻
け
朝
議
在
崇
き
ず
ILL
t
力

男
b
一宿
Lq
国
十
+
.年
b
.

小
作
争
溝
の
結
果
三
〇
%
に
低
減
せ
ら
る

〇 五 五 五

%

(早
約
の
と
き
は
九
掛
)

形形%

(外
に

7
0
%
は
保
筒
賀
)

三
元
七
角
五
分

(
l
坊
)

三
五
%
の
外
に
意
草
二
千
五
官
斤

三

五

%

之
に
よ
っ
て
瞭
か
な
如
く
'

各
公
司
の
収
入
は
秋
熱
の
綿
花
が
大
宗
で
あ
る
た
め
に
'
秋
熟
を
重
税
し
'
常
々

小
作
人
に
封
レ
て

秋
熟
を
妨
害
せ
ぬ
程
度
に
春
熱
作
物
を
制
限
し
て
ゐ
る
.

江
北
の
腹
墾
公
司
考

第

二
番

六
五
七

第

三
罪

1
0
7



江
北
の
塵
墾
公
司
考

第
二
萄

六
五
八

第
三
款

7〇
二

倍
ほ
こ
1
に
1
つ
注
意
を
要
す
る
と
と
は
'
此
の
新
し
い
杜
曾
環
境
に
も
'
侍
は
小
作
制
下
に
経
済
外
的
強
制
が
働
ら
き
つ
1
あ

る
｡
即
ち

｢
各
歴
墾
公
司
や
此
軒
的
大
き
な
畢
王
は
.
皆
相
昔
の
保
衛
士
兵
を
養
っ
て
ゐ
る
｡
こ
れ
ら
士
兵
は
'
名
義
上
は
治
安
の

保
持
を
ば
目
的
と
し
て
ゐ
る
が
'
又
均
し
-
強
制
執
行
の
直
接
致
用
旦
伺
す
る
｡
即
ち
公
司
或
ひ
は
響
王
の
関
倉
収
租
の
時
に
は
'

つ
ね
に
士
兵
連
は
別
間
に
散
ら
ば
-
1
小
作
人
に
租
花

(小
作
料
根
雪

を
倉
房
に
選
納
せ
し
め
る
棟
強
制
し
'
或
t,は
交
通
の
要
衝

に
屯
守
し
て
'
凡
そ
租
花
を
納
め
て
ゐ
な
い
者
は
'
之
を
紬
溜
す
る
の
EJJ
め
る
｡
LB亮

民
図
二
十
四
年
春
の
JJ
ItJ;
各
主
菜
地
鮎
に

は
､
『
凡
準

売
約
｣

組
小池
好
'
所
有
造
花
車
輪
或
賠
算
レ
概
in
ニ帥
朝
.k
ユ
｣
の
冬
.rm
の
怖
満
が
貼
り
由

yu
れ
.i-.ゐ
た
｣
･ij｡

次

ぎ
忙
佃
戸
と

公

司
間
に
小
作
契
約
な
る
や
'
公
司
は
左
に
示
す
が
如
き

｢
佃
摺
｣
(協
摺
)
を
給
す
る
｡
而
し
て

右

の
佃
摺
は
'

之
を
抵
押
し
て
金

銭
の
借
入
を
可
能
と
す
る
誼
券
で
あ
る
｡

上
記
の
如
-
比
の
小
作
制
は
'
荒
地
の
開
墾
小
作
で
あ
っ
て
'
小
作
人
の
多
大
の

｢
エ
本
｣
を
投
ぜ
ら
れ
る
た
め
に
､
其
の
地
債

の
増
額
は
墾
戸
の
増
殖
に
よ
っ
て
増
高
し
た
だ
け
墾
戸
に
厨
す
る
と

せ
ら
れ
'
若
し
墾
戸
が
中
途
退
佃
の
飴
俵
な
き
に
至
っ
た
と
き

に
は
'
大
腰

･
裕
葦
公
司
其
の
他
で
は
培
土
奨
金

(｢
章
力
銭
｣
)
と
し
て
三
年
内
は

1
劫
に
つ
き
三
元
､
六
年
円
は
二
元
､
十
年
円
は

一
元
を
給
す
る
こ
と
1
し
て
居
る
｡

斯
-
の
如
-
公
司
は
招
佃
東
租
せ
し
め
た
か
ら
､
其
の
墾
戸
は
大
年
小
作
農
で
あ
り
'
大
有
晋
公
司
の
墾
戸

(
五
'
八
八
九
戸
)
は

小
作
農
が
九
C
)
%
'
自
作
及
び
自
小
作
農
は
夫
々

五
%
に
過
ぎ
ず
'
大
賓
公
司
で
は
小
作
貴
が
七
〇
%
､
白
小
作
琴

一〇
%
'
自
作

兵
が

1
0
%
と
せ
ら
れ
､
其
の
経
営
面
積
も

1
坊

(
二
十
五
畝
)
が
普
通
で
あ
-
､
比
較
的
富
裕
な
佃
戸
に
於
い
て
は
､
五
十
勘
乃
至

首
畝
を
経
営
す
る
｡



合

徳

公

司

の

協

摺

定
l春
墓

租
諸

相
欄
竺

角
芸

【十
打
旧
人
-二
｡
汁
-

↓1
1
-
規

一旗
聖
冨
召

斤

葦
l

骨 頂

月 月 月 日 月
年 年 年 年 年

日

第

1
期
槻
親

日

第
二
期
撒
駄

目

第
三
期
繊
銀

式
拾
五
元

式
拾
五
元

第
四
期
練
鉄

日

第
五
期
撒
銀

江
北
の
盟
墾
公
司
考

(註
)

王
護
韓

｢
江
葡
腰
墾
直
之
租
佃
間
窺
及
其
解
決
湛
空

『地
政
月
刊
』
第
四

番
璽

(
期
は
'
既
望
区
の
小
作
制
度
に
闘
L
Ll興
味
深
い
質
料
空
耶
し
て
ゐ
る
.

彼
ら
襲
戸
の
経
営
地
は
'
通
常
夏
作
に
は
棉
花
と
食
糧
桶
と
し
て
甘
薯

が
植
ゑ
ら
れ
.
熱
地
と
な
る
に
従
っ
て
高
架

･
宝
濁
黍

･
黍

･
大
豆
等
も

っ
く
ら
れ
る
｡
ま
た
其
の
牧
穫
後
に
は
新
し
い
開
墾
地
で
は
休
閑
せ
ら
れ

る
か
乃
至
は
緑
肥
が
蒔
か
れ
る
が
､
墾
熱
後
年
巧
が
た
で
ぼ
､
小
変

二
花

薄
や
琴

且
が
栽
堵
せ
ら
れ
て
食
保
に
供
せ
ら
れ
る
が
,.
併
し
葬
だ
割
合
と

し
て
少
な
い
お
で
あ
る
C

字

tT垂

す
る
に
'
江
北
塵
墾
隈
に
於
け
る
主
た
る
作
物
は
梢
花
で
あ
り

盟
顎
に
些
獣
的
張
い
其
の
作
物
は
､
其
の
好
適
な
自
然
保
件
に
恵
ま
れ
る

と
共
に
'
程
遠
か
ら
ぬ
地

･
上
洛
に
庶
h/た
滑
費
市
場
を
有
す
る
O
さ
れ

ば
蛭
婆
公
司
で
は
'
江
蘇
萱

止
棉
作
試
験
場

･
南
通
大
草
豊
科

･
.tj蘇
省

棉
産
改
進
所
等
の
各
機
関
よ
-
'
先
径
し
て

｢
挽
字
棉
｣
(T
rice
)
･
山
東

棉

(至

高

K
in
g
s
lm
p
r.
ved
)
を
踊
れ
て
墾
戸
に
推
厳
し
て
禿
た
も
の

で
あ
る
｡
ま
た
戟
前
普
及
し
っ
1
あ
っ
た
合
作
社
の
協
力
も
'
輿
か
つ
て

力
が
あ
つ
た
と
柄
せ
ら
れ
て
居
る
｡

第

二
懸

六
五
九

第

三
就

一〇
三



江
北
の
輿
望
公
司
考

左
に
主
要
な
歴
墾
公
司
に
於
け
る
棉
作
状
況
を

一
望
表
と
し
て
示
し
て
お
-
｡

塵

墾
公

司

に
於
け

る
棉

作

状

況

表

第
二
巻

六
六
〇

第
三
既

lO
E
l

公

司

石

品

格

汁

.ij;

J.

.
:

:
.=I
f

:
･
=I
.
I
;.
)

.◆ー

臣

γ

.1

..

iq
市

警

公

刊

大

賓

公

司

泰

源

公

司

大

望

公

司

逼

迫

f
Lt

I.1.i

裕

華

公

司

商

記

墾

固

泰

和

公

司

大

路

公

司

華

成

公

司

再
選
大
挙
基
農
産

断
ル

山
顛

綿

退

化

退

他

沙

花

拝

花

山
発
根

退

北

山

たe.

･-L一

･
耽
李
棉

洋

瑞

光

棉

･
山
東
棉

･
墨
核
花

･
舵
手
根

来

棉

東

根

時
に
傭
播

･
割
播

〃′
時

に

帳

播

小

洋

花

･
山
東
棉

脱

字

棉

本
地
洋
棉

･
山
東

棉

･
脱
字

棉

本

地

拝

棉

金

字

棉

珊

横
転

中
耕
除
草

l,
,-ノ11

I/
/
し
ーノ

六
-

七
斤

三
-
五
LEtL
Ta

五
斤

四
-
五
回

四
-
大
斤

三
回

時
に
五
-
六
回

五

斤

三
-
四
回

主

-
六

斤

二
-
四
回

五

斤

三
-
四
回

四
斤

三
1
四
回

e
l斤

四
-
五
回

朋

栄

牧

最

(
平
常
年
)

緑

肥

七
〇
斤

琶
晶

析

相
知

九
〇

賓
棉
五
〇

･/･/.C

柏
餅
(LILnl
aun斤
)

五

〇
斤

･

.

.

.
_

;

;

:

酎
花
讐

諾

細
山

四

〇
斤

悪

筆

(
岩
ロ
LE;
)

四
〇
斤

首
肴

(ニ
ロ
0
1
110
0

斤

)

昇

華
(ニ
ロ

千
四
OO
斤

)

革無

司
郎
秤
三
〇
斤

Fnl
馬
粁
_
,.!･･I

二
C

酸
斤

二
〇
斤

二
〇

二
〇
〇

一

En
.
し＼

一

打ト

lノ

三
.ii

= /ヽ ~一
〇 〇 三

五
斤

四

1
五
回

憲

章

(
三
〇D斤
)

三
〇
斤

五
斤

四

1
五
回

革
(110
0
⊥
ニ
00
斤
)

三
〇
斤

二〟c
八

〇 六 二 五 二 六 〇 六



讐

¶
雷
讐

t
一
讐

I
.
壬

書

手

-

:-

;i-

･
-

･

･

･

/

-
･･
･･,
′-
｣

一三

,
･

･J
.1
L
l
'1

由
是
観
之
､
其
の
栽
培
は
未
だ
粗
放
に
し
て
'
綿
花
の
収
量
も
大
鰻
平
年
作

皮

相

で

四
十
斤
壷

棉
九
十
斤
乃
至
首
斤
)
と
云
ふ
程
度

で
あ
り
､
ま
た
琵
豆
は
五
斗
'
元
歩
が
四
斗
三
升
'
大
葬
及
び
玉
萄
黍
が
夫

々
四
斗
九
升
､
粟
が
三
斗
五
升

(す
べ
て
支
那
桝
)
と
構

●

せ
ら
れ
て
居
る
｡

肘
記

既
望
地
区
に
於
け
る
荒
地
の
開
墾
･
綿
花
-
k･の
他
作
物
の
栽
堵
方
接
に
関
し
て
は
､
こ
～
で
は
省
略
し
'
左
の
若
干
の
文
献
空
不
し
て
お
か

,フ
○榎

本
教
授

『
江
北
既
望
柏
棉
事
情
』
昭
和
十
四
庄
1
月

｢塵
墾
匿
の
棺
桶
揖
｣
『通
農
期
刊
』
第

1
巻
第
二
期

江
北
,公.武
農
務
部
等

捜
伯
基

｢江
抹
積
海
法
準
遇
′し鴨
ig=情
障
1
『
中
華
棉
麿
改
選
肝
日
刊
口
琴
一
瞥
群
E77'
-j
5
;<計
り

馬

聾
専

｢
工
昧
転
質
篠
山唱
luEl蝿
と
Jil･勿
笥
亘

一

rr隻
廉
JJ
畏
コ
臣
卜
二
月

学
績
研

句
に
頒
地
方
荒
地
改
良辻
方
法

(私
案
)3.
江
北
公

刊
臆
播
析
碍

而
し
て
斯
か
る
磨
墾
屈
の
農
民
た
る
や
､
前
述
の
如
-
此
校
的
人
口
の
珊
額
な
甫
通

,
梅
門

.
啓
東

這

耶明
等
よ
り
の
渡
り
者
で

あ
り
'
其
の
持
参
し
た
賓
金
の
多
く
は

｢
頂
首
｣
と
し
て
公
司
に
徴
せ
ら
れ
､
其
の
開
墾
に
要
す
る
地
面
整
理
工
程
費

･
食
料
費

･

努
力
費
等
の
如
き
も
'
多
-
は

｢
佃
摺
｣
(租
摺
)
を
抵
印
に
年
二
割
乃
至
月
三
分
-
五
分
の
高
利
壕
に
侠
つ
状
態
で
あ
っ
た
.
而
し

て
撃
戸
の
負
債
者
の
割
ム
ロ
は
F
仝
墾
戸
の
六
〇
･E
J%
と
稲
せ
ら
れ
る
"

さ
れ
ば
'
折
角
の
周
墾
田
顧

(田
面
槽
)
も
彼
ら
の
手
を
離
れ
る
可
能
性
が
強
-
､
折
か
ら
の
合
作
社
運
勤
の
渡
に
乗
っ
て
'
塵
墾

隈
に
於
い
て
も
其
の
設
立
は
進
捗
し
た
の
で
あ
っ
て
t
か
の
大
豊
公
司
の
如
き
'

1
九
三

〇
年
の
初
め
よ
-
､
其
の
墾
戸
に
封
し
合

作
社
の
設
立
を
勤
唱

･
指
導
し
'

つ
仏
に
公
司
経
営
地
内
に
十

1
の
合
作
社
を
設
立
せ
し
め
た
の
で
あ
る
O

江
北
の
腰
墾
公
司
考

第
二
巻

六
六

1

第
三
競

7
〇
五

l
～
･潜

入音

域
済



江
北
の
堕
墾
公
司
考

第
二
審

六
六
二

第
三
就

7〇六

む

す

び

7
1
′
.lIL,i.
A)
二
,
[
ヒ
空
LIJ二
百
T〕
m
=聖

二
TTI,
Il
二
ノ
=
.d
lJ
ノ
=
,7
.
二
己

,
車

.I,.J
L,,-.トL
､
こ
.へ､
ヒ
､)
㍗
.5.㌧
モ

ゆ
-

ナふ

lk
J包
q
･1
1/ト/く
け

7
1-
阿
山堅
芯
げ
臣
委
-
LJl-
Iと
-
1
J={
｣÷
し
戸
tl
T
に
;,LId
L
阿
山萎
壬
=LL
に

･TT
IF
享
仁

郵

船

に
際

し

て
肪

r.-
-
寛

へ
の
分

地

を
約
束
し
て
成
立
し
た
も
の
だ
け
に
'
其
の
取
樟
し
た
L
/段
の

批

判

(

民

窮
地
さ
へ
含
ん
で
空

し
)
が
-i
大
土
木
水

利

.)I･ウ
レよ
_Fl-り
八

地
の
希
望
か
ら
'
直
ち

に

墾

熱

地

の

分
割
と
た
っ
て

｢
地

柿

分

封
の
鵡
勢
｣
と
近
成
す
る
の
で
あ
る
.
土
地
分
散
の

環

も

は
げ

し

い
も
の
は
'
陳
洪
進
氏
に
ょ
れ
ば
'
通
梅
数
枚
公
司

･
大
有
晋
盟
整
公
司

･
大
漁
歴
整
公
司

･
ム
蒜

壁
繋
公
司

と

せ

ら
れ
'

共

の
う

ち
の
具
膿
例
を

1
'
二
示
し
て
お
-
｡

大
有
晋
公
司
の
分
地
華
北
後
に
於
け
る
土
地
分
配
状
況
表

種

別

Z
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二
一十
五堅
末

端

1
･1
-
1
～

四
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7
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7
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〇
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四

1
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拐
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〇
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EIO
O
拐
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0
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合
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主

月

数
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解

三
五

五
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〇
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三
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即ち上表記載の肇王堅塁国領は'熱地のみでな-草地･未墾地も含まれてゐるが'公司の分地嘗地に於いては上表の如き7群の小袖主(田雫田馬琴で有する小策戸を連出してゐる･L.共に'任然大軍王と多数の個装(田面博を

有す)が存在してゐるO

更に大濠貨墾司に於いては'分地以後一軍U土地の分散状況ははげしくなって居るOそれは左表からも推知で

きよう｡
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